
慶
長
年
間
の
靭
日
連
峯
通
路
に
就
て

佐

　
藤

　

榮
　

太

序

Ｚ
越
國
境
に
律
立
す
る
朝
日
連
峯
が
登
山
地
と
し
て
開
嚢
さ
れ
た
の
は
ま
だ
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。
共
の
後
螢
林
署
や
地
元
で
熾
　
め

ん
に
道
路
を
切
開
い
た
の
で
今
は
登
山
も
非
常
に
業
に
な
つ
て
Ｄ
朝
日
破
泉
か
ら
大
朝
日
ま
で
の
往
復
登
山
は
僅
か
牛
日
の
行
程
に
　
く

短
縮
さ
れ
て
了
つ
た
。
然
し
連
峯
の
主
脈
縦
走
は
途
中
施
設
の
不
備
や
天
然
の
関
係
等
に
依
り
未
だ
相
営
の
難
コ
ー
ス
で
あ
つ
て
一

ケ
年
の
縦
走
者
は
ま
だ
ノ
ヽ
幾
組
と
数
へ
る
程
し
か
な
い
。

然
る
に
現
在
に
於
て
さ
へ
相
営
の
難
コ
ー
ス
た
る
連
峯
主
脈
の
虎
々
に
奮
い
道
形
が
明
か
に
認
め
ら
れ
る
の
は
縦
走
者
の
等
し
く

驚
異
を
感
す
る
虎
で
あ
つ
て
、
西
朝
日
の
東
面
と
以
東
岳
の
南
面
最
低
鞍
部
の
通
稀
狐
穴
と
の
間
及
び
以
東
岳
と
戸
立
山
と
の
間
に

は
不
用
意
に
し
て
も
筒
見
逃
す
こ
と
の
な
い
程
明
瞭
に
刻
ま
れ
て
ゐ
る
。
殊
に
狐
穴
の
北
偶
小
丘
に
は
遠
く
よ
り
望
む
時
も
明
瞭
に

電
光
形
の
道
形
が
現
在
の
道
の
右
手
に
存
在
し
て
居
る
。
そ
の
賓
、
現
地
は

一
面
の
腰
邊
ま
で
の
笹
飯
で
あ
る
が
詳
細
に
調
査
す
る

時
確
貧
に
約
三
尺
ば
か
り
斜
面
を
掘
下
げ
た
跡
が
明
か
で
あ
る
。
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幾
日
か
の
間
草
に
臥
し
岩
を
枕
に
し
て
雨
露
と
闘
ひ
象
に
苦
し
め
ら
れ
て
縦
走
を
経
つ
た
後
ｂ
昔
の
人
の
堂
々
た
る
あ
の
交
通
の

跡
が
不
思
議
に
も
膳
裡
に
こ
び
り
付
い
て
探
究
慾
を
そ
ゝ
る
。
海
抜
千
八
百
米
乃
至
千
五
百
米
の
婉
艇
た
る
高
山
上
を
何
時
の
時
代

如
何
な
る
要
が
あ
つ
て
交
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
ｏ

二
、
開
盤
年
代
と
営
時
の
状
勢

米
澤
事
情
を
記
し
た

『
米
府
鹿
の
子
』
に
上
杉
の
特
直
江
山
城
守
飛
績
が
米
澤
か
ら
朝
日
を
越
え
て
庄
内
へ
通
す
る
新
道
を
開
い

た
こ
と
が
僅
か
に
見
え
て
居
る
。
開
婆
の
年
次
や
、
共
の
状
況
等
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
後
に
記
す
現
存
の
古
文
書
や
営
時
の
状

勢
に
依
つ
て
．慶
長
三
年
正
月
上
杉
景
勝
が
含
津
に
移
封
さ
れ
。直
江
山
城
守
が
共
の
老
臣
と
し
て
米
澤
に
在
城
す
る
よ
う
に
な
つ
た
　
Ｄ４

初
年
の
夏
の
事
業
な
る
こ
と
が
推
定
出
来
る
。
扱
て
何
故
に
斯
る
瞼
難
の
地
を
殊
更
に
通
路
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
。
　

印

鼓
に
少
し
く
営
時
の
状
勢
を
見
よ
う
。

庄
内

（現
在
の
東
西
田
川
飽
海
の
三
郡
）
の
地
は
累
代
武
藤
氏
の
根
擦
地
で
あ
つ
た
が
っ
義
氏
の
代
に
及
ん
で
悪
虐
無
道
の
振
舞

が
多
く
Ｄ
世
に
悪
屋
形
と
云
は
れ
人
心
次
第
に
離
反
す
る
に
至
つ
た
。
是
に
乗
じ
周
園
の
雄
藩
は
互
に
兵
を
出
し
て
庄
内
を
従
へ
ん

と
し
、
殊
に
山
形
の
最
上
出
笏
守
義
光
と
越
後
上
杉
景
勝
の
部
持
村
上
城
主
本
庄
越
前
守
繁
長
は
庄
内
を
中
心
に
し
て
常
に
争
ひ
が

絶
え
な
か
つ
た
。
斯
く
て
天
正
十
一
年
二
月
義
光
は
義
氏
の
持
前
森
蔵
人
等
を
誘
つ
て
叛
旗
を
翻
さ
し
め
Ｄ
俄
か
に
義
氏
を
居
城
大

浦
城
に
攻
め
て
之
を
亡
し
て
了
つ
た
。
鼓
に
於
て
共
の
臣
等
相
課
り
義
氏
の
弟
丸
岡
兵
庫
頭
義
興
を
迎
え
て
主
と
し
た
が
、
部
下
の

人
心
定
ら
す

反ゝ
覆
常
な
き
有
様
に
、義
興
は
本
庄
繁
長
に
援
を
求
め
ｂ共
の
二
男
千
勝
丸
を
養
つ
て
義
勝
と
稀
し
嗣
子
と
し
た
が
、同

十
五
年
十
月
．
最
上
義
光
は
、
武
藤
氏
の
部
持
東
弾
寺
筑
前
守
等
と
共
に
義
興
を
攻
め
て
之
を
殺
し
，
養
子
義
勝
は
僅
か
に
免
れ
て



小
図
城
に
逃
れ
、
数
に
武
藤
氏
は
全
く
滅
び
て
庄
内
は

一
時
最
上
氏
の
勢
力
下
に
置
か
れ
る
こ
と
ヽ
な
つ
た
。

我
子
義
勝
を
逐
ひ
出
さ
れ
た
本
庄
繁
長
は
大
い
に
怒
り
、
釜
天
正
十
六
年
八
月
僅
か
三
千
の
手
兵
を
提
げ
、
葡
萄
峠
を
越
え
て
庄

内
に
侵
入
し
、
反
持
東
膵
寺
筑
前
守
ｂ
同
右
馬
頭
兄
弟
並
に
最
上
氏
の
守
持
中
山
玄
蕃
光
直
等
三
高
の
大
兵
と
大
い
に
千
安
河
原
に

戦
つ
て
之
を
敗
り
Ｄ
東
薄
寺
兄
弟
は
戦
死
し
中
山
光
直
は
逃
れ
て
山
形
に
走
つ
た
。
此
の
時
豊
臣
秀
吉
天
下
を

一
統
し
命
を
磯
し
て

干
式
を
納
め
し
む
る
に
至
り
、
以
後
庄
内
は
全
く
上
杉
家
の
勢
力
範
国
と
な
り
、
流
石
の
最
上
義
光
も
爾
末
全
く
庄
内
か
ら
手
を
引

く
の
餘
俵
な
き
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

慶
長
三
年
正
月
ぅ
上
杉
景
勝
は
蒲
生
氏
郷
の
死
後
共
の
奮
領
を
承
け
て
越
後
よ
り
含
津
に
移
封
さ
れ
、含
津
四
郡
、仙
道
七
郡
及
び

長
井
田
川
赫
引
ｂ
遊
佐
並
に
佐
渡
三
郡
を
以
て
百
二
十
萬
石
を
領
す
る
こ
と
ゝ
な
り
。
上
杉
の
名
持
直
江
山
城
守
朱
績
は
米
澤
及
び

庄
内
を
合
せ
三
十
萬
石
を
賜
ひ
米
澤
城
に
鎮
し
ｂ
斯
く
て
出
％
の
騰
牌
最
上
義
光
と
境
を
接
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
①

由
末
上
杉
氏
は
早
く
よ
り
幽
ユ臣
氏
と
好
み
深
ぐ
、
最
上
氏
は
徳
川
氏
に
恩
顧
あ
り
、
豊
臣
氏
に
封
し
て
は
む
し
ろ
恨
み
さ
へ
持
つ
　
く

て
ゐ
た
。
加
ふ
る
に
領
地
に
於
て
は
以
上
の
如
く
庄
内
を
中
心
と
し
て
長
年
争
ひ
末
つ
た
問
柄
で
あ
る
。
慶
長
三
年
八
月
、
曲
三臣
秀

吉
莞
す
る
に
及
び
。
天
下
の
人
心
自
づ
と
三
分
し
て
物
情
騒
然
た
る
折
柄
ゝ
上
杉
氏
は
豊
臣
方
に
最
上
氏
は
徳
川
方
に
典
し
た
の
は

必
然
で
あ
つ
た
。

斯
る
状
勢
の
下
に
於
て
も
庄
内
及
び
新
に
米
澤
を
領
し
た
上
杉
氏
の
経
螢
は
共
の
苦
心
を
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
印
ち
上
杉
氏

の
第

一
の
敵
は
最
上
氏
で
あ
る
。
米
澤
と
庄
内
の
中
間
村
上
最
上
の
地
に
は
宿
敵
最
上
義
光
が
婚
居
し
て
ゐ
る
。
随
つ
て
共
の
連
絡

に
は
含
津
か
ら
越
後
に
出
て
庄
内
に
向
ふ
か
、
小
図
か
ら
村
上
に
出
る
か
の
二
途
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
比
較
的
近
い
小
國
越
え
に

し
て
も
現
在
の
如
き
立
派
な
街
道
は
無
く
幾
山
川
を
上
り
下
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
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一
っ
大
里
峠

（尾
折
峠
）
は
玉
川
に
西
方
の
國
境
也
。
自
是
越
後
海
老
江
Ｄ
淡
島
．
佐
渡
正
面
に
見
る
。
則
是
を
新
道
と
云
。
大

永
元
年
七
月
開
之
。
古
道
は
又
自
是
北
に
あ
り
．
越
後
の
開
峠
よ
り
某
峠
を
越
え
金
丸
に
下
り
小
國
川
の
裾
を
渡
つ
て
八
ツ
ロ

村
へ
着
き
越
戸
に
上
り
ｂ
興
庭
山
を
越
え
小
渡
へ
下
り
朝
日
川
を
渡
り
、
伊
佐
領
を
経
て
自
子
澤
に
至
り
森
越
御
舘
を
過
ぎ
ゝ

小
坂
或
は
平
地
を
取
る
者
は
小
松
へ
出
じ
或
は
山
路
を
取
る
者
は
田
澤
に
出
る
な
り
も
是
則
古
歌
の
條
の
理
な
り
。

一
、
興
庭
山
此
背
西
の
山
腹
に
越
戸
村
あ
り
。
上
古
の
越
後
街
道
あ
り
。
古
歌
あ
り
曰
く

戸
を
越
て
朝
日
わ
た
り
を
い
さ
白
子

森
越
舘
過
ぎ
て
小
坂
に
　
（
米
澤
里
人
談
）

右
の
如
く
で
あ
つ
た
か
ら
、
何
れ
を
と
る
に
し
て
も
営
時
に
於
て
は
多
大
の
日
数
を
費
さ
な
け
れ
ば
な
ら
す
．
張
敵
最
上
氏
を
前
　
Ｄ

に
し
て
は

一
朝
有
事
の
場
合
少
な
か
ら
ぬ
不
安
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
に
於
て
米
澤
及
び
庄
内
を
直
接
ｔ
の
配
下
に
持
つ
　
“

直
江
粂
績
は
ゝ
朝
日
の
主
脈
を
越
え
て
一
路
直
ち
に
庄
内
へ
達
す
る
通
路
開
婆
の
大
土
木
事
業
を
起
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
朝
日
山
道
の
経
路

扱
て
朝
日
の
間
道
は
如
何
な
る
経
路
を
選
ん
だ
か
。
現
今
残
る
庭
は
僅
か
に
一
部
分
で
あ
つ
て
Ｄ
前
述
の
以
東
戸
立
間
及
び
以
東

岳
の
南
面
と
西
朝
日
束
面
は
明
瞭
に
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
。
共
の
他
は
多
く
簑
に
覆
は
れ
風
雨
に
崩
れ
て
。
そ
れ
と
見
定
め
難
く
。

且
つ
営
時
の
有
様
を
し
の
ぶ
べ
き
古
記
録
等
も
衰
見
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
私
は
始
め
共
の
地
形
上
、
野
川
を
遡
行
し
て
平
岩
山
に
登
り

大
朝
日
よ
り
以
東
へ
の
主
脈
を
縦
走
し
て
，
更
に
戸
立
っ
茶
畑
を
経
て
皿
淵
澤
附
近
に
下
つ
た
も
の
か
と
想
像
し
ｂ
朝
日
薩
泉
の
古

川
氏
や
野
川
及
び
大
井
澤
方
面
等
の
山
仕
事
に
従
事
す
る
土
地
の
人
達

・に此
の
道
形
を
尋
ね
求
め
て
居
た
の
で
あ
つ
た
。
然
る

‐に此



の
通
路
は
南
は
御
影
森
山
の
南
側
を
か
ら
ん
で
葉
山
に
向
ひ
ｂ
北
は
以
東
よ
り
戸
立
山
に
延
び
て
更
に
遠
く
高
安
山
の
北
方
兜
岩
附

近
に
道
形
の
遺
存
す
る
を
聞
き
。
豫
想
以
上
に
延
長
の
大
な
る
に
一
驚
を
喫
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
私
は
過
肢
葉
山
山
麓
の
草
岡
村

に
残
る
営
時
の
古
文
書
を
強
見
す
る
に
及
ん
で
ｂ
愈
こ
此
虚
を
根
擦
に
し
て
葉
山
に
登
り
次
で
朝
日
に
向
つ
た
も
の
な
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

庄
内
す
く
道
御
小
屋
の
御
番
い
た
す
に
付
て
は
山
に
お
ゐ
て
檜
物
材
本
か
り
以
下
諸
役
令
免
許
侯
尤
田
地
迄
も
不
抱
百
姓
に
あ

ら
ぎ
る
者
こ
れ
あ
ら
ば
い
か
程
も
引
う
つ
し
無
油
断
御
番
可
仕
候
た
れ
成
と
も
よ
こ
あ
ひ
そ
の
さ
わ
り
致
能
ま
じ
き
者
也

以
　
上

慶
長
四
　
正
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
　
　
　
日
　
　
　
印

源

右

工

門

と

の

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（智

蔓

書
其
の
一
露

）

つ

文
中
の
春
日
は
上
杉
藩
米
澤
奉
行
及
び
郡
代
た
り
し
春
日
右
衛
門
元
忠
で
あ
つ
て
草
岡
村
源
右
衛
問
な
る
者
に
所
謂
庄
内
新
道
の
　
Ｃ

番
人
を
申
付
其
の
役
得
と
し
て
葉
山
に
於
け
る
諸
権
利
を
発
許
し
た
も
の
で
あ
る
。

猪
ま
げ
し
役
の
儀
も
の
が
は
入
に
而
仕
候
分
は
共
身
に
申
付
候
以
上

庄
内
新
道
に
居
申
候
源
右
工
門
猫
以
久
迄
も
引
越
御
小
屋
の
御
番
堅
岡
に
可
仕
候
由
申
に
付
て
野
河
山
々
川
共
に
一
回
預
置
候

爾
々
御
馳
走
可
仕
者
や

慶
長
四
　
八
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
　
　
　
日
　
　
　
印

源

右

工

門

殿

へ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（雷
裏
書
其
の
二
露

）

葉
山
に
は
葉
山
紳
祗
鎮
座
し
古
末
相
営
の
信
仰
登
山
者
あ
つ
た
ら
し
く
。
先
づ
此
の
道
を
利
用
し
て
山
道
を
開
く
こ
と
が
適
営
な

慶
長
年
間
の
朝
日
連
峯
通
路
に
就
て
　
佐
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓



慶
″彙
年
間‐
の
朝
日
連
峯
通
路
に
就
て
　
佐
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

案
内
者
を
得
る
上
に
も
便
利
が
多
か
つ
た
こ
と
ゝ
思
は
れ
る
。
現
在
参
謀
本
部
五
萬
分
の
「
国
上
葉
山
紳
祗
よ
り
西
北
燒
野
干
に．
向

つ
て
延
長
し
て
ゐ
る
黙
線
道
は
営
時
の
名
残
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ｏ

以
東
よ
り
北
方
は
兜
岩
に
道
形
の
存
す
る
こ
と
に
依
つ
て
大
島
湖
畔
へ
は
下
ら
す
に
戸
立
ｂ
茶
畑
、芝
倉
ｔ
葛
城
ｂ高
安
等
の
山
々

を
連
ね
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
が
、
兜
岩
か
ら
は
右
方
八
久
和
に
下
つ
た
も
の
か
左
方
繁
岡
に
下
つ
た
も
の
か
未
だ
確
め
る
機

含
を
得
な
い
。
成
は
八
久
和
部
落
は
庄
内
方
面
の
起
黙
で
あ
つ
て
通
行
の
際
の
人
夫
を
此
虎
に
駐
在
せ
し
め
Ｄ
現
在
の
部
落
は
そ
れ

等
人
夫
の
土
着
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

以
上
の
経
路
印
ち
草
岡
よ
り
葉
山
に
登
り
御
影
森
ｂ
大
朝
日
．
寒
江
ｂ
以
東
ｂ
戸
立
っ
茶
畑
、
葛
城
、
高
安
等
二
十
数
座
の
山
々

を
連
ね
八
久
和
或
は
繁
岡
に
下
る
間
。
今
地
固
上
に
て
目
測
す
る
に
連
嶺
少
く
も
三
十
里
の
行
程
は
あ
る
。
然
も
三
百
三
十
餘
年
後
　
Ｄ

の
今
日
筒
明
瞭
に
残
る
あ
の
立
派
な
電
光
形
の
道
形
を
見
て
は
可
成
り
の
大
工
事
だ
つ
た
こ
と
が
う
な
づ
か
れ
っ
軍
馬
軍
兵
の
往
末
　
“

も
相
営
あ
つ
た
こ
と
を
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
筒
之
等
の
工
事
は
全
く
秘
密
裡
に
施
行
さ
れ
た
も
の
と
思
ふ
と

一
居
驚
異
で
あ

る
。

四
、
慶
長
の
役
と
朝
日
間
道

此
の
通
路
開
整
に
依
つ
て
米
澤
と
庄
内
と
の
距
離
は
著
し
く
短
縮
さ
れ
、
上
杉
氏
に
と
つ
て
多
大
の
便
釜
を
得
る
に
至
つ
た
こ
と

は
必
然
で
あ
る
が
．
や
が
て
慶
長
五
年
天
下
分
目
の
開
ヶ
原
合
戦
起
り
。上
杉
氏
と
最
上
氏
は
鼓
に
再
ぴ
干
式
を
交
ふ
る
に
及
ん
で
っ

此
の
間
道
は

一
居
の
重
要
性
を
帯
ぶ
る
に
至
つ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
以
下
少
し
く
開
ヶ
原
の
餘
波
戦
た
る
上
杉
ｂ
最
上
雨

氏
の
合
戦
を
概
観
し
よ
う
。



慶
長
五
年
九
月
五
日
ｂ
米
澤
城
主
直
江
山
城
守
粂
績
は
兵
を
三
手
に
分
け
自
ら
静
と
し
て
中
央
軍
を
卒
ゐ
米
澤
を
嚢
し
て
も長
井
Ｄ

荒
砥
を
進
軍
じ
最
上
義
光
の
唇
城
た
る
畑
谷
城
に
向
ひ
ｂ
右
箕
軍
は
本
村
親
盛
Ｄ
横
田
旨
俊
Ｄ
篠
井
泰
信
等
を
持
と
し
て
中
山
口
よ

り
上
ノ
山
城
に
向
ひ
り
左
箕
軍
は
中
條
三
盛
の
兵
を
以
て
宮
宿
左
澤
方
面
に
進
嚢
し
た
。
直
江
余
績
の
中
央
軍
は
十
三
日
畑
谷
城
を

攻
め
ｂ
城
持
江
口
五
兵
衛
光
尭
戦
つ
て
之
に
死
し
ｂ
余
績
は
進
ん
で
長
谷
堂
城
を
攻
園
し
た
。
城
将
志
村
高
治
克
く
禦
ぎ
っ
義
光
は

楯
岡
光
直
清
水
義
親
等
を
し
て
之
に
應
援
せ
し
め
勝
敗
容
易
に
決
せ
す
。
斯
る
折
柄
豫
て
直
江
乗
績
の
牒
報
を
受
け
た
庄
内
東
藤
寺

城
主
志
駄
修
理
義
秀
及
び
大
浦
城
主
下
次
右
衛
門
吉
忠
は
ｂ
最
上
川
口
及
び
六
十
里
越
よ
り
相
呼
應
し
て
進
撃
し
最
上
氏
の
背
後
に

出
で
ヽ
行
く
ノ
ヽ
共
の
諸
城
を
攻
め
落
し
，
谷
地
、寒
河
江
。自
岩
を
降
し
て
果
て
は
中
條
三
盛
の
軍
と
合
し
左
澤
ｂ
山
邊
に
迫
り
ｂ

義
光
の
本
嫉
山
形
城
も
既
に
危
じ
と
見
え
た
。
流
石
麟
勇
の
義
光
も
大
い
に
恐
れ
を
な
し
共
の
子
義
康
を
し
て
援
を
伊
達
政
宗
に
乞

は
じ
む
る
に
至
つ
た
。
政
宗
は
叔
父
政
景
に
三
千
の
兵
を
授
け
て
赴
き
援
け
じ
め
、
斯
く
て
義
光
は
伊
達
の
援
兵
と
合
し
て
十
九
日
　
”

余
績
の
兵
と
大
い
に
長
谷
堂
城
外
に
戦
ひ
直
江
の
部
杵
上
泉
泰
綱
を
打
取
り
自
ら
も
亦
兜
の
筋
金
に
銃
丸
を
受
け
た
程
で
あ
る
。
　
　
Ｃ

戦
正
に
た
け
な
は
の
十
月
朔
日
、
開
ヶ
原
に
於
て
西
軍
大
敗
の
飛
報
が
余
績
の
陣
螢
に
到
達
．
裁
に
於
て
余
績
は
天
下
の
大
勢
既

に
決
し
た
る
を
覺
り
軍
を
納
め
て
米
澤
に
引
揚
げ
戦
は
一
先
づ
一
段
落
を
告
ぐ
る
に
至
つ
た
。
此
の
時
庄
内
よ
り
進
撃
し
た
志
駄
義

秀
は
逸
早
く
逃
れ
て
東
暉
寺
に
節
つ
た
が
．
谷
地
城
を
守
備
し
て
居
た
下
吉
忠
は
飛
報
の
到
末
し
た
る
を
知
ら
す
、
途
に
最
上
軍
に

捕
虜
と
な
り
後
義
光
の
旗
下
に
属
す
る
こ
と
ヽ
な
つ
た
。

東
暉
寺
に
逃
れ
婦
つ
た
志
駄
義
秀
は
河
村
長
蔵
と
相
謀
つ
て
更
に
抗
戦
の
準
備
を
怠
ら
す
ｂ
義
光
は
降
持
下
吉
忠
を
し
て
な
一り
に

，　
　
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ル
メ

之
を
誘
降
せ
し
め
た
が
二
人
は
敢
て
屈
す
る
色
も
な
い
。
裁
に
於
て
義
光
は
志
村
高
治
を
し
て
狩
川
り
余
目
Ｄ
藤
嶋
諸
城
の
戦
備
を

整
へ
じ
め
、
更
に
嫡
子
修
理
大
夫
義
康
を
線
大
杵
と
し
て
月
山
越
に
て
庄
内
に
進
撃
し
た
。
先
づ
狩
川
に
て
部
署
を
定
め
義
康
自
ら

慶
長
年
間
の
朝
日
連
峯
通
路
に
就
て
　
佐
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



慶
長
年
間
の
朝
日
連
峯
通
路
に
就
て
　
佐
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈

は
里
見
越
後
、
楯
岡
豊
減
等
を
卒
ひ
ｂ
降
持
下
吉
忠
を
先
鋒
と
し
て
大
手
口
に
ｂ
義
光
の
三
男
清
水
義
親
は
楯
岡
甲
斐
ｂ
氏
家
左
近

牌
監
等
を
卒
ゐ
ｂ
東
方
砂
越
口
よ
り
ｂ
北
方
よ
り
は
志
村
伊
豆
ゝ
鮭
延
典
膳
等
鳥
海
山
麓
の
菅
野
城
を
落
し
て
東
畔
寺
城
に
進
撃
、

斯
く
て
折
重
つ
て
東
藤
寺
に
乱
入
し
た
。
志
駄
ｂ
河
村
克
く
禦
ぎ
流
石
の
大
軍
も
容
易
に
之
を
抜
く
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
が
、
下

吉
忠
の
動
誘
に
依
つ
て
途
に
和
を
結
び
三
月
四
日

（或
は
四
月
十
四
日
）
城
を
開
け
渡
し
て
河
村
は
父
彦
左
衛
門
の
領
地
佐
渡
へ
Ｄ

志
駄
義
秀
は
米
澤
に
赴
き
妓
に
全
く
出
翡
合
戦
も
局
を
結
ぶ
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
開
ヶ
原
の
役
営
時
に
於
け
る
上
杉
封
最
上
合
戦
の
概
況
で
あ
る
。

始
め
慶
長
五
年
三
月
上
杉
景
勝
石
田
三
成
と
結
ん
で
兵
を
集
む
る
に
営
り
ｂ
上
杉
の
持
直
江
の
軍
使
は
朝
日
山
中
を
通
つ
て
頻
り

に
共
の
所
領
た
る
庄
内
の
東
膵
寺
（酒
田
）
。大
浦
（大
山
）
の
諸
城
と
往
末
し
た
。
此
の
事
を
逸
早
く
最
上
義
光
に
注
進
し
た
の
は
朝
　
Ｄ０

日
岳
紳
祗
の
別
営
大
沼

（西
村
山
郡
大
谷
村
）
の
大
行
院
で
あ
る
。
依
つ
て
義
光
は
之
を
賞
し
今
後
も
永
く
朝
日
の
別
営
と
し
て
丹
　
α

精
を
抽
ん
す
べ
し
と
の
左
の
如
き
書
付
を
下
し
て
居
る
。

今
度
景
勝
軍
勢
朝
日
山
林
下
間
道
伐
開
乱
入
之
旨
令
注
進
條
紳
妙
之
至
傷
任
奮
例
朝
日
別
営
永
令
修
勢
國
家
鎮
護
可
抽
丹
精
者

也

慶
長
五
年
八
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
　
　
光
　
　
花
　
　
押

大
沼
別
営
　
　
大
行
坊

庄
内
軍
が
戦
起
る
や
っ
逸
早
く
最
上
軍
の
背
後
に
進
出
し
て
獨
り
向
ふ
虎
敵
な
き
有
様
の
目
眠
ま
し
い
活
燿
を
篤
じ
得
た
の
は
じ

一
に
此
の
朝
日
の
間
道
に
依
つ
て
本
軍
と
の
敏
捷
な
連
絡
を
篤
し
得
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
志
駄
義
秀
は
戦
経
つ
て
共
の

退
路
を
断
た
れ
る
に
至
つ
た
に
も
係
ら
す
直
ち
に
此
の
間
道
よ
り
東
藤
寺
へ
鯖
城
し
、
庄
内
の
動
襦
を
浴
め
て
最
後
の
決
戦
を
試
み



る

こ
と

が
出
来

た

の
で
あ

る
。

五
、
志
駄
義
秀
の
朝
日
越
考

北
陸
の
騰
持
佐
々
成
政
の
沙
羅
々
々
越
え
は
我
回
戦
史
上
絡
叉
交
通
史
上
有
名
な
物
語
で
あ
る
が
、
わ
が
東
藤
寺
城
の
勇
持
志
駄

修
理
亮
義
秀
の
雲
中
朝
日
越
え
は
殆
ど
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
以
下
唯

一
の
通
行
記
録
と
し
て
志
駄
義
秀
の
朝
日
越
え
を
考
證
し
て
見

度
い
と
思
ふ
。

『
山
形
縣
史
』
慶
長
六
年
辛
丑
三
月
四
日
の
條
に
左
の
如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

是
よ
り
前
志
駄
修
理
義
秀
酒
田
城
を
守
り
敢
て
屈
撓
せ
ず
、
最
上
義
光
っ
男
義
康
、
志
村
高
治
等
を
し
て
之
を
攻
め
し
む
。
秋

田
責
季
由
利
の
諸
海
と
末
り
合
し
四
面
攻
撃
す
。
降
持
下
吉
忠
義
秀
に
論
じ
開
城
退
却
せ
し
む
ぅ
是
の
日
義
秀
城
を
開
き
朝
日
　
”

山
中
を
過
き
米
澤
に
旋
る
。
義
光
乃
ち
高
治
を
し
て
酒
田
城
を
守
ら
し
む
。
義
光
又
小
野
寺
義
道
を
横
手
城
に
攻
め
て
之
を
降
　
Ｃ

す
。
是
に
於
て
東
図
全
く
定
る
。

以
上
に
封
す
る
引
證
と
し
て

（志
田
系
固
）

修
理
義
秀
　
　
景
勝
公
御
代
庄
内
大
費
寺
ノ
城
代
命
之
後
庄
内
酒
田
城
二
移
ル
、
會
津
工
御
回
替
之
上
秩
五
千
石
賜
之
ｂ
慶
長

五
年
度
内
擾
飢
ノ
時
笙
年
三
月
四
日
迄
相
抱
謀
略
フ
以
城
ヲ
退
夕
．
寛
永
九
年
八
月
十
六
日
卒
ス

（寄
合
帳
）

庄
内
新
路
案
内
仕
二
付
而
役
儀
用
捨
之
書
付
春
日
右
工
門
方
被
出
候
、
今
以
共
通
二
候
間
如
先
代
役
俵
等
令
免
許
者
也

慶
長
年
間
の
朝
日
連
峯
通
路
に
就
て
　
佐
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ



慶
長
年
間
の
靭
日
連
峯
通
路
に
就
て
　
佐
藤

慶

安

四
年

十

月

十

二

日

二
郎
右
工
門
　
（草
岡
村
）

典
三
右
工
門

甚
右
工
門

干

　

内

（此
四
人
ハ
志
駄
義
秀
退
却
ノ
節
山
中
ノ
案
内
者
也
）

右
に
依
れ
ば
志
駄
義
秀
が
東
膵
寺
城
を
捨
て
ゝ
米
澤
に
逃
る
よ
に
際
し
朝
日
の
山
道
を
通
つ
た
と
断
じ
、
寄
合
帳
に
あ
る
宛
名
草
　
≫

岡
村
四
人
の
者
を
共
の
際
の
案
内
者
な
り
と
し
て
居
る
が
ｂ
慶
長
六
年
以
後
慶
安
四
年
迄
は
五
十
三
年
の
日
子
を
開
し
、
而
も
文
中
　
は

に
先
代
の
如
く
と
あ
れ
ば
之
等
四
人
が
案
内
者
に
非
ぎ
る
は
明
か
で
あ
つ
て
、
筒
叉
共
の
先
代
を
案
内
者
と
す
る
も
果
し
て
志
駄
義

秀
の
案
内
者
と
す
る
は
早
計
に
失
す
る
と
思
は
れ
る
。
鼓
に
私
は
左
の
文
書
を
示
す
。

庄
内
直
路
案
内
仕
二
付
而
春
日
右
工
門
方
萬
役
儀
用
拾
の
判
形
見
層
候
於
以
来
二
檜
物
材
木
権
師
役
狩
ま
さ
か
り
役
如
前
々
之

令
免
許
候
井
野
川
入
山
川
共
二
一
回
源
右
工
門
二
預
置
所
如
件

慶
安
四
年
十
月
十
二
日

草

岡

村

中

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（朝
量

書
其
の
一一一参
照
）

之
を
要
す
る
に
新
路
開
撃
の
営
初
は
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杉
藩
で
は
此
の
山
道
の
重
要
性
に
鑑
み
更
に
幾
人
か
の
番
人
を
追
加
し
て
警
戒
に
営
ら
し
め
て
居
た
も
の
ら
し
い
。
斯
く
し
て
五
十

餘
年
を
経
過
し
慶
安
四
年
に
至
つ
て
「
草
岡
村
と
之
等
の
人
の
後
縫
者
と
の
間
に
従
来
の
諸
権
利
に
就
て
紛
糾
を
生
じ
た
る
結
果
．

米
澤
藩
に
て
は

『
役
儀
前
々
の
如
し
』
と
裁
定
し
双
方
に
下
附
し
た
る
判
決
書
と
見
る
の
が
至
営
で
は
あ
る
ま
い
か
。
但
し
東
畔
寺

開
城
の
後
如
何
な
る
経
路
を
と
つ
て
米
澤
に
赴
い
た
か
は
つ
き
り
記
録
が
残
つ
て
ゐ
な
い
以
上
、
或
は
此
の
時
も
朝
日
越
を
し
て
居

な
い
と
は
限
ら
な
い
。

庄
内
遊
佐
郷
の
郷
士
菅
原
左
馬
介
政
次
が
慶
長
十
四
年
四
月
山
之
仕
書

一
通
を
自
記
し
て
其
の
子
次
右
衛
門
に
典
へ
た
。
共
の
中

に
左
の
如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
Ｄ
慶
長
五
年
ョ
リ
弓
矢
出
申
候
、
信
田
様
ハ
最
上
陣

二
彼
存
立
候
ハ
九
月
十
一
日
ゝ
御
陣
フ
被
鶯
引
候
は
同
閏
十
月
四
日
二
而

御
座
候
、
大
浦
下
殿
者
最
上
へ
御
心
替
被
成
候
、
信
田
様
ハ
川
之
ロ
モ
六
十
里
モ
海
道
不
罷
成
候
故
櫛
引
大
鳥
ノ
切
通
ヲ
御
露

被
篤
候
ゝ
菅
原
左
馬
介
ハ
ぢ
た
い
山
本
ノ
者

二
而
候
ヘ
バ
切
通
ノ
御
先
立
御
奉
公
申
上
候
ヘ
バ
加
増
百
石
被
下
候
事
。
加
様
ニ

御
忠
進
申
候
ｂ
共
後
慶
長
六
年
辛
丑
四
月
二
日
二
鮭
延
典
前
殿
先
馬
二
而
下
ロ
ョ
リ
菅
野
城
フ
御
セ
メ
被
成
候
へ
共
菅
野
ハ
落

不
申
候
ゝ
同
十

一
日
二
菅
野
砂
越
ノ
人
数
は
東
薄
寺
へ
か
さ
な
り
申
候
而
同
月
十
日
に
信
田
様
御
出
被
成
候
而
永
井
へ
御
越
候

事
之
に
依
つ
て
志
駄
義
秀
は
最
上
陣
よ
り
東
暉
寺
へ
露
城
の
際
こ
そ
朝
日
越
の
陰
を
敢
行
し
て
ゐ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
印
ち
開

ヶ
原
の
情
報
至
る
や
形
勢
全
く
逆
韓
し
て
、
最
上
勢
の
篤
に
逸
早
く
最
上
川
口
及
び
六
十
里
越
の
雨
街
道
共
封
鎖
さ
れ
全
く
庄
内
ヘ

の
退
路
を
断
た
れ
て
了
つ
た
篤
に
っ
義
秀
は
直
江
の
妻
と
共
に
一
先
づ
米
澤
に
赴
き
次
で
朝
日
山
中
を
越
え
て
東
諄
寺
へ
蹄
城
し
た

も
の
で
あ
る
。
菅
原
左
馬
介
の
記
録
は
自
ら
の
費
見
催
験
を
記
述
し
共
の
子
に
申
途
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
信
す
る
に
足
る
も
の
と
思

慶
長
年
間
の
朝
日
連
峯
通
路
に
就
て
　
佐
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
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ふ

開

ヶ
原
の
敗
報
陣
中
に
達
し
ｂ
直
江
余
績
が
長
谷
堂
城
の
園
み
を
解
い
て
米
澤
に
引
揚
げ
た
の
が
十
月
朔
日
。
志
駄
義
秀
が
朝
日

を
越
え
て
東
膵
寺
へ
婦
城
し
た
の
が
閏
十
月
四
日
Ｄ
此
の
間
約

一
ケ
月
Ｄ
現
行
陽
暦
に
す
れ
ば
十

一
月
か
ら
十
二
月
の
候
で
あ
る
。

あ
た
か
も
山
岳
氣
象
の
最
も
険
悪
な
此
の
季
節
に
於
て
庄
内
の
状
勢
を
案
じ
つ
よ
、
残
兵
を
引
具
し
て
行
程
三
十
里
の
此
の
高
山
上

を
辿
る
志
駄
義
秀
の
有
様
は
如
何
で
あ
つ
た
ら
う
。
雲
量
の
多
い
朝
日
山
系
は
此
の
季
に
入
れ
ば
積
雲
級
に
敷
尺
に
達
す
る
０
連
日

の
吹
雲
も
山
上
で
は
珍
ら
し
く
な
い
。
今
日
私
達
は
科
學
の
粋
を
蓋
し
て
の
山
登
り
に
於
て
さ
へ
此
の
季
の
登
山
は
最
も
危
険
と
し

て
ゐ
る
。
営
時
山
中
に
は
如
何
な
る
設
備
が
あ
つ
た
か
。
義
秀
は
如
何
な
る
用
意
の
下
に
之
を
突
破
し
た
か
。
今
私
達
の
最
も
知
ら

ん
と
欲
す
る
鹿
で
あ
る
が
何
等
詳
細
を
知
る
べ
き
古
記
録
の
磯
見
さ
れ
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

（完
）
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